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徒歩  11 人 内訳 
5 分以内 10 分以内 15 分以内 20 分以内 30 分以内 
4 人 2 人 3 人 1 人 1 人 
 
自家用車 222 人 内訳 
5 分以内 10 分以内 15 分以内 20 分以内 30 分以内 40 分以内 50 分以内 60 分以内 80 分 
21 人 54 人 34 人 35 人 31 人 25 人 7 人 14 人 1 人 
 
公共交通機関  3 人 内訳（20 分以内 2 人、90 分 1 人） 
 












下の表 2 である。 
 
表 2．秋田県内の産婦人科数の過不足に対する意識 
充分足りている 足りている 少し足りない 全く足りていない 未回答 












めた。その結果は以下の表 3 である。 
 
表 3．出産費用に関する費用面の不安および希望する支援金額 
かなりある 30人  10万円未満追加支援が欲しい       0人 
          10万円以上20万円未満追加支援が欲しい  3人 
          20万円以上30万円未満追加支援が欲しい  4人 
          30万円以上40万円未満追加支援が欲しい  1人 
          50万円以上60万円未満追加支援が欲しい  6人 
          60万円以上追加支援が欲しい       2人 
          その他（出産を無料化して欲しい5人、未回答5人、不明2人、 
              産休・育休中の手当て増額2人） 
 
少 し あ る 95人  10万円未満追加支援が欲しい       10人 
          10万円以上20万円未満追加支援が欲しい  4人 
          20万円以上30万円未満追加支援が欲しい  6人 
          30万円以上40万円未満追加支援が欲しい  5人 
          40万円以上50万円未満追加支援が欲しい  4人 
          50万円以上60万円未満追加支援が欲しい  19人 
          60万以上追加支援が欲しい         1人 
          その他（出産を無料化して欲しい8人、未回答36人、不明2人） 
 













妊娠希望 1 人 2 人 3 人 4 人 











1 人希望 2 人希望 3 人希望 4 人希望 5 人希望 2、3 人希望 未回答 












したことがある     14 人  5 万円未満 2 名 
                5 万円以上 20 万円未満 2 名 
                20 万円以上 50 万円未満 1 名 
                50 万円以上 100 万円未満 2 名 
               100 万円以上       1 名 
               不明  2 名 
               未回答 4 名 










た」、「現在不妊治療中」、以上 4 つの選択肢を選択する形式で回答を求めた。 
 
表 7．妊娠に至るまでの時間に対する感覚 
すぐできた すぐではないができた なかなかできなかった 不妊治療中 未回答 










この設問は、「1 年未満」、「1 年以上～2 年未満」、「2 年以上～3 年未満」、「3
年以上～」、以上 4 つの選択肢を選択する形式で回答を求めた。子どもを持つ
意思があって 2 年以上子どもができないことが不妊の定義であり、後半の 2 選




1 年未満 1 年以上～2 年未満 2年以上～3年未満 3 年以上～ 未回答 




























「はい」 182 人                     「いいえ」  39 人 
 5000 円未満 2 人 
 5000 円以上 10000 円未満  23 人 
10000 円以上 20000 円未満 64 人 
20000 円以上 30000 円未満 23 人 
30000 円以上 50000 円未満  13 人 
50000 円以上 （最高額 9 万円） 7 人 
子どもの希望に応じて必要なだけ 2 人 
不明 5 人 
未回答 43 人 












中学卒業  1 人 高校～大学卒業  5 人 
高校卒業  39 人 専門学校・短大～大学卒業 11 人 
専門学校・短大卒業  44 人 大学～それ以上  3 人 
大学卒業 126 人 子どもの希望次第  3 人 



























100 万未満  5 人 300 万以上～ 
400 万未満 





15 人 400 万以上～ 
500 万未満 
36 人 700 万以上 14 人 
200 万以上～ 
300 万未満 
67 人 500 万以上～ 
600 万未満 











ある 121 人   5000 円以上 10000 円未満  3 人 
        10000 円以上 20000 円未満 15 人 
        20000 円以上 30000 円未満 22 人 
        30000 円以上 50000 円未満 19 人 
        50000 円以上（最高 10 万円）14 人  
        出来る限り多く欲しい 1 人 
        児童手当よりも非金銭的なサービスを充実させて欲しい 2 人 
        支給上限年齢を引き上げて欲しい 1 人 
        不明 2 名、未回答 42 名 
 
少しある 62 人  5000 円以上 10000 円未満 6 名 
         10000 円以上 20000 円未満 9 名 
         20000 円以上 30000 円未満 9 名 
         30000 円以上 50000 円未満 7 名 
         50000 円以上        2 名 




あまりない 23 人 10000 円以上 20000 円未満 1 人 
          20000 円以上 30000 円未満 1 人、未回答 21 名 
 













共働き 結婚を契機に退職 妊娠・出産を契機に退職 その他理由で退職 未回答 










表 14．現在の年齢と第 1 子出産年齢 
現在の年齢 人数 
20 歳未満  1 人 
20～24 歳 21 人 
25～29 歳 64 人 
30～34 歳 63 人 
35～39 歳 38 人 
40～44 歳  6 人 
45～49 歳 11 人 
50～55 歳  9 人 
未回答 25 人 
 
第１子出産年齢 人数 
20 歳未満  3 人 
20～24 歳 53 人 
25～29 歳 72 人 
30～34 歳 37 人 
35～39 歳 14 人 
未回答 58 人 
 
Q17．今後出産費用が無料になるとしたらあなたは子どもを何人増やしますか？ 
この設問は、「増やさない」、「1 人」、「2 人」、「3 人」、「4 人」、「それ以上」、
以上 6 つの選択肢を選択する形式で回答を求めた。 
 
表 15．出産無料化に関する出生行動への態度 
増やさない 1 人増やす 2 人増やす 3 人増やす 4 人増やす 2，3 人増やす 未回答 

















































































































・ 子供の医療費の問題があると思います。0 歳児のみ無料で、1 歳児













・ 子どもの医療費の所得制限をやめてほしい。（年収 700 万以上） 
・ 保育所の料金を所得に関係なく軽減して欲しい。マル福に関しても






































































































































































































































































 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
通院時間  2 60 22.11 15.514 
出産に対する不安  1  3  2.26  0.717 
希望子供数  1  5  2.44  0.623 
不妊治療の有無  0  1  0.04  0.195 
妊娠に掛かった期間  1  4  1.37  0.770 
育児の協力の有無  0  1  0.90  0.299 
所得  1  8  4.26  1.734 
 
出産環境や出産意識に関わる変数は、問 1 の産婦人科に通う方法や通院時間、
問 3 の出産に関する不安の有無について、問 5 の将来、希望する子ども数、問
6 の不妊治療の経験の有無、問 8 の妊娠にかかった期間、問 9 の育児に関して
配偶者以外の協力が得られるか、以上 6 変数である。そして、経済変数として
問 13 の家計の手取り所得を用いた。なお、問 1 に関しては通院時間について
のデータを用いる。問 3 に関しては、データ上では「かなりある」、「少しある」、
「ない」、の 3 つ選択肢を不安が有るか無いかの 2 つの選択肢に置き換え、「不
安がある」という回答が 1 をとるようなダミー変数とした。問 6 は、「不妊治
療の経験あり」という回答が１をとるようなダミー変数とした。問 9 は育児の
協力が得られる「はい」という回答が 1 をとるようなダミー変数とした。なお、








ルを適用する必要がある。ここで、子どもの需要関数は ix であり、 ix に期待値
をとったものを式 (1) のように表わす。推定する i は式 (2) とする。なお、i
114 
は n人のうち第 i番目の個人を表すインデックスであり、 1, 2, ,i n   である。 
 
 i iE x                             (1) 






uneasy は妊娠することに対する不安感の有無を表すダミー変数、 iincome は手
取り額での世帯収入、これらの説明変数にかかる ( 1,2, 7)j j   は、それぞれ
のパラメータを表している。ここで、x人の子どもを持つポアソン分布（Poisson 
distribution）の密度関数は、以下の式 (3) で表される。 
 








                           (3) 
 
ポアソン分布の平均と分散は、 [ ] [ ]i i iE x V x   であり、均一分散となる。
なお、 i は平均を表すパラメータであり、以下の式(4)で表される。 
 











Variable Coef. Std. Err. z P>|z| 
f_child 0.3249*** 0.0903 3.60 0.000 
time 0.0015 0.0037 0.41 0.680 
sterility -0.3882 0.3176 -1.22 0.222 
income -0.0002 0.0003 -0.67 0.500 
coop 0.1746 0.1976 0.88 0.377 
year 0.0170 0.0728 0.23 0.815 
uneasy 0.0269 0.1227 0.22 0.827 
cons -0.1404 0.3475 -0.40 0.686 
Log likelihood = -229.92086 
LR chi2(7) = 22.42 
Prob > chi2 = 0.0022 
Pseudo R2 = 0.0465 
***: p<.01  
小数第 5 位を四捨五入 
 
表 3．各説明変数間の相関係数 
相関係数表 f_child time sterility income coop year uneasy 
f_child 1.0000       
time 0.0058 1.0000      
sterility -0.0683 0.1890 1.0000     
income 0.0182 -0.1119 0.0933 1.0000    
coop 0.1396 0.0393 -0.0334 -0.1679 1.0000   
year -0.1097 0.3146 0.4553 0.0761 -0.1268 1.0000  
uneasy 0.0446 -0.0263 -0.0567 -0.2595 0.0662 -0.1689 1.0000 

















ある。本研究の推計結果は、表 4 に示す通りである。 
 
表 4．現在の子ども数の回帰分析結果（ゼロ切断ポアソン回帰） 
Variable Coef. Std. Err. 
f_child 0.3254*** 0.0899 
sterility -0.3479 0.2980 
income -0.0002 0.0003 
coop 0.1778 0.1961 
cons -0.0675 0.3157 
Log likelihood = -230.073 
LR chi2(4) = 22.11 
Prob > chi2 = 0.0002 
Pseudo R2 = 0.0459 
***: p<.01 
小数第 5 位を四捨五入 
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